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論文内容要旨
緒言
 胃異型上皮巣は内視鏡学的には腿色調の扁平な隆起性病変として特徴づけられ,生検病理組織
 診断においては,胃生検組織診断基準(Gr・up分類)にて第皿群(Gr。up皿)に分類されてい
 るが,1977年WHOの組織分類によるとadenoma(腺腫)の範疇に含められている。しかし,
 本病変が腫瘍か否かについては議論が残されており,癌巣との共存が比較的高率にみとめられる
 もの,ほとんどみとめられないものなど諸家により差がある。そこで著者はこの問題を明らかに
 するために,内視鏡的に異型上皮巣,生検組織診においてGroup皿と診断された59症例と,そ
 の他の胃疾患37例の細胞核DNA定量を行い,各々の症例について,(1)細胞核DNA量のヒスト
 グラム作成,(2)平均±標準偏差,〔313n以上の細胞の出現率,(4)4n以上の細胞の出現率,(5)同
 一病変中で部位による細胞核DNA量のちがい,{6)経過による細胞核DNA量の変化,(7)病理学
 的異型度とDNAパターンの対比を行なった。
対象
 胃内視鏡検査,生検組織診で確信のついた59例の胃異型上皮巣(男性50例,女性9例)を対
 象とした。胃異型上皮以外の腎疾患として,良性疾患では,胃ポリープ19例,胃炎4例の合計
 23例,悪性疾患として早期胃癌3例,進行癌11例の計14例の胃癌を対象とした。病理組織学
 的検討では,異型度により,軽度(A型),中等度!B型),高度(C型),再生性の変化が強
 いもの(D型)の4型に分類した。細胞核DNA量の悪性指標として3倍体が13%以上,4倍体
 が5%以上があげられているが,3倍体のみとめられないもの(1型),3倍体が13%以上あ
 るが4倍体が5%未満のもの(五型),4倍体が5彩以上のもの(皿型)に分類しで検討した。
方法
 オリンパス社製GIF-Q,GFTypeB2にて、通常内視鏡観察後,病変部より直視下にて4-
 5個標本を採取し,TouchSmear標本を藤田らの方法により,(1)60℃,1規定塩酸に10分間
 標本を浸す。〔2)2分間蒸溜水で洗って,加水分解を止める。(3)10分間Schiffの試薬で浸す。
 14)0.05M重亜硫酸ナトリウム液で3回,15分づつ洗う。(5)10分間蒸溜水で洗う。(6)脱水。(7)
 透徹。(8)封入の手順でFeulgen染色を行ない,オリンパス社製落射式蛍光定量顕微鏡MMSP-
 RFにより,波長560nmを用いて行なった。正常2倍体は同一標本内の小リンパ球20個の細胞
 核DNA量を測定し,その平均値とした。
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 細胞核DNA量のヒストグラムでは,良性疾患においては2n～3nに最頻値をもつ正規分布に
 近い分布を示し,悪性疾患においてはAneuploidy,Polyploidyがみとめられた。胃異型上皮に
 おいては,良性疾患にみられる正規分布に近い分布を示すものから,悪性疾患にみられるAneu-
 ploidy,Polyploidyのみとめられる分布を示すものまでみとめられた。平均±標準偏差では,良
 性疾患では,2.29±0.40n,悪性疾患では2.77±0,56n,異型上皮では2.34±0.43nであった。
 3n以上の細胞の出現率は良性疾患では出現率10%未満のものが18例(75%),に対して20
 %以上のものは3例(13%)と少なかった。悪性疾患では出現率10彫未満のものが1例(9%)
 と少なかったのに対し,20彫以上のものは11例(79%)と多かった。異型上皮巣では出現率
 10%未満のものが68例(72%)で20%以上のものは7例(7彫)であった。4n以上の細胞
 の出現率は良性疾患では13例が出現せず,又出現しても5%未満であった。悪性疾患では,6%
 以上の細胞の出現のみられたものが10例と過半数をしめた。異型上皮層は4n以上の細胞の出
 現しないものが60例(64%)と過半数をしめ5%のものが2例(2彩),6%以上のものは3
 例(3箔)であった。胃異型上皮巣より多部位から採取したDNAのパターンを検討すると,同じ
 パターンを呈するもの15病変(68%),異なったパターンを呈するものは7病変(32%)であ
 った。経過を観察した6例については,3例がパターンの変動なく,3例にパターンの変動をみ
 た。胃異型上皮巣53例の病理診断はA型27例,B型12例,C型8例,D型6例である、DNA
 パターンと対比すると,病理診断A型はDNAパターンでは1型23例,∬型2例,皿型2例,病
 理診断B型はDNAパターンでは1型11例,1型1例,病理診断C型はDNAパターンは全例1
 例であった。再生性の強い病理診断D型はDNAパターンは1型が5例,H型が1例であった。
結論
 胃異型上皮巣は,ヒストグラムでは良性のパターンから悪性に近いパターンをとり,細胞核
 DNA量の平均±標準偏差と3n以上の細胞の出現率では良性疾患と考えられた。しかし良性疾
 患にみとめられない5%以上の4n以上の細胞が胃異型上皮巣の5彩にみとめられた事は,32%
 が部位によって,50%が1年の経過によってパターンが変化する事や病理組織学的異型度と
 DNAパターンに特に関係のない事とをあわせると,臨床的には胃異型上皮は厳重な経過観察が
 必要と考えられた。
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学位論文審査要旨
 胃異型上皮巣は胃生検組織診断基準(Group分類)で第皿群(Group皿)に分類され,1977年
 のWHO組織分類では腺腫の範疇に含められている。しかし本病変が腫瘍か否かについては議論
 が残されておる。そこで著者はこの問題を明らかにするために,胃異型上皮巣例とその他の胃疾
 患例の胃粘膜細胞核DNA定量を行い比較検討した。
 対象としては胃内視鏡検査,生検組織診で確診のついた胃異型上皮巣59例(男性50例,女性9
 例)を胃異型上皮以外の胃疾患として良性疾患では,胃ポリープ19例,胃炎4例の合計23例,悪
 性疾患として早期胃癌3例,進行癌11例の計14例の胃癌を対象とした。病理組織学的検討では,
 異型度により,軽度(A型),中等度(B型),高度(C型),再生性の変化が強いもの(D型)
 の4型に分類した。細胞核DNA量の悪性指標として3倍体が13%以上,4倍体が5彩以上があ
 げられているが,3倍体のみとめられないもの(1型),3倍体が13%以上あるが4倍体が5%
 未満のもの(五型),4倍体が5%以上のもの〔皿型)に分類して検討した。方法としてはオリ
 ンパス社製GIF-Q,.GFTypeB2にて,通常内視鏡観察後病変部より直視下にて4-5個標
 本を採取し,touchsmear標本について藤田らの方法によりFeulgen染色を行い,オリンパス
 社製溶射式蛍光定量顕微鏡MMSP-RFにより,波長560㎜を用いて観測した。正常2倍体は
 同一標本内の小リンパ球20個の細胞核DNA量を測定し,その平均値とした。
 胃異型上皮巣の細胞核DNA量のヒストグラムは良性疾患にみられる正規分布に近い分布を示
 すものから悪性疾患にみられるaneuplddy,polyplpidyを示すものまでみとめられM±SDでは胃異
 型上皮巣は2.34±0.43nと良・悪性疾患の中間の値を示した。3n以上の細胞の出現率は胃異型
 上皮巣では出現率10%未満のものが68例(72%),で20%以上のものは7例(7彩)であった。
 4n以上の細胞の出現率は胃異型上皮巣では5彩のものが2例(2%),6%以上めものが3例
 (3%),であった。部位により7病変(32%)がDNAパターンの変化があり,1年後に経過
 を追った6例中3例にDNAパターンの変化をみた。病理組織診断との対比では必ずしも異型度
 と対応しなかった。以上の成績より著者は胃異型上皮巣はヒストグラムでは良性に近いパターン
 から悪性に近いパターンをとり,後者ではpoly回oidyの出現としてみとめられ,経過観察中6例
 中3例にパターン変化が起ったことや,組織学的異型度と必ずしも対応しないことから,本法を
 胃異型上皮巣の経過観察に組織診断などと併用することは有用であると結論している。本論文は胃
 異型上皮巣の臨床的評価に示唆を与えるものであり学位授与に値する。
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